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増 田 稔,満久 崇暦 :直交異方性偏平シェルの
解析 (Ⅲ)-円筒シェル実験による検討一
石原 茂久,満久 崇暦 :木質材料の防火に関する
研究-屋外暴露が防火処理合板の性能に及ぼす
影響-
金 田 弘,蒲久 崇暦 :木質材料の耐候性に関す
る研究-ラワン合板の屋外暴露-
(木質材料部門)












野村 隆我,山 田 正 :竹材組織のⅩ線回折
佐 木々 徹,山 田 正 :木材の収縮応力 (2)
角谷 和男,P.MARTON,∫.SACCO:生長にともな
う木材微細構造の変化
則 元 京,山 田 正 :木材の誘電特性Ⅴ-絶乾
状態における木材の誘電特性の異方性-
青 木 務,山 田 正 :木材の動的損失について
大釜 敏正,山 田 正 :木材の高次構造と粘弾性
(2)
長谷川間作,山 田 正 :マツ苗条の粘弾性
(木材物理部門)




















佐 藤 樫 :リグニンのNMRによる解析
(リグニン化学部門)
林 昭 三 :腐朽による木材組織の変化
(木材生物部門)
























中坪 文明 ･棚橋 光彦 ･樋口 隆昌 :竹 リグニン
のアシ ドリシス (第2報), アシ ドリシス生成
物の分離同定




島田 幹夫 ･伏木 秀文 ･樋口 隆昌 :植物体に授
与されたフェルラ酸のデメ トキシおよびメ トキ
シレーションに関する研究
島田 幹夫 ･伏木 秀文 ･樋口 隆昌 =広葉樹およ
び針葉樹 リグニンのメ トキシル基形成に関する
比較生化学的研究
佐 藤 憧 ･北村 晃子 ･樋口 隆昌 :NMRを用
いた MWLの測定 (リグニン化学部門)
日本材料学会講習会 (昭和46年11月4,5日,大阪)
満久 崇暦 :木質材料 ･プラスチック複合体の性質,
木材とポリマー複合材料 (木質材料部門)
そ の 他
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Research lnstituteの Directorの Dr.Bengt
Leopoldが木材の化学的利用, リグニン,紙の利用
などの視察のため来所した｡
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